
　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
後
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
も
多
く
の
撮
影
支
援
に
関
わ
り

ま
し
た
。

　
４
月
の
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
テ
レ
ビ
朝

日
）
の
武
家
屋
敷
通
り
で
の
夜
桜
の
ラ
イ
ブ

中
継
に
始
ま
り
、「
新
日
本
風
土
記
」「
東
北

の
桜
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

－

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
）、
全

日
本
空
輸
の
機
内
で
上
映
さ
れ
る
番
組
「
ス

カ
イ
ア
イ
～
空
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（
秋

田
編
）、
劇
団
わ
ら
び
座
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
「
カ
ン
ブ
リ
ア
宮
殿
　
秋
田
発
！
地
域
を

活
性
化
す
る
異
色
の
劇
団
　
飲
む
・
見
る
・

泊
ま
る
！
複
合
エ
ン
タ
メ
企
業
」（
テ
レ
ビ

東
京
）、
ヤ
ン
グ
ジ
ャ
ン
プ
の
グ
ラ
ビ
ア
撮

影
、
秋
田
県
出
身
の
タ
レ
ン
ト
・
女
優
の
壇

蜜
さ
ん
が
出
演
し
た
「
壇
蜜
と
、
天
才
画
家

の
影
法
師
～
異
才
　
小
田
野
直
武
の
故
郷
　

角
館
を
歩
く
旅
～
」
等
を
支
援
い
た
し
ま
し

た
。
壇
蜜
さ
ん
が
出
演
し
た
番
組
に
つ
い
て
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は
、
事
前
に
情
報
が
広
ま
る
と
撮
影
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
秘
密

厳
守
の
徹
底
し
た
体
制
で
撮
影
を
支
援
い
た

し
ま
し
た
。
過
去
に
、
撮
影
が
始
ま
る
前
に

一
般
の
方
か
ら
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
等
で
拡
散
さ
れ
て
、
撮
影
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
の
で
、
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

甲
斐
も
あ
っ
て
、
滞
り
な
く
撮
影
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
、

情
報
の
拡
散
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
撮
影

者
側
の
意
図
を
汲
み
、
情
報
を
広
め
る
こ
と

も
漏
洩
を
防
ぐ
こ
と
も
、
私
た
ち
の
役
目
の

ひ
と
つ
で
す
。

　
今
年
も
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
か

く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
多

く
の
撮
影
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　（
会
長
　
坂
本  

洋
）

思い出の潟分校での撮影風景

　

12
月
１
日
午
前
２
時
過
ぎ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の

ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
で
開
催
し
て
い
た
政
府
間
協

議
で
、「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
」
を
含
む
全
国

33
件
の
『
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
』
が
ユ
ネ
ス
コ

の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
正
式

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
芦
名
義
勝
の
時
代
か
ら
受
け

継
が
れ
て
き
た
歴
史
あ
る
も
の
で
、
角
館
の
お

祭
り
の
名
称
で
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
角

館
神
明
社
と
薬
師
堂
の
祭
典
と
し
て
毎
年
９
月

７
日
か
ら
９
日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
平
成
３

年
に
は
国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
は
も
ち
ろ
ん
、
秋
田
を
代
表
す
る
お

祭
り
と
し
て
、
毎
年
多
く
の
お
客
様
を
お
迎

え
し
て
き
た
「
市
民
の
誇
り
・
郷
土
の
宝
」
で
、

登
録
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
お
祭
り
の
保
存
と
催
行
に
ご
尽
力

く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
関
係
省
庁
・
国
内
外
の

専
門
家
の
皆
様
な
ど
、
多
く
の
皆
様
に
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
お
祭
り
は
曳
山

の
巡
航
、
囃
子
の
奏
者
や
踊
り
手
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
皆
様
の
参
加
が
あ
っ
て
成
立
し
て
い
ま

す
。
保
存
会
・
実
行
委
員
会
、
町
内
の
方
々
は

も
ち
ろ
ん
、
北
浦
地
方
の
多
く
の
皆
様
の
、
長

き
に
わ
た
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
あ
ら
た
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

〝
小
さ
な
国
際
文
化
都
市
〟
を
目
指
す
仙
北
市

は
、
こ
の
世
界
遺
産
登
録
を
機
に
「
角
館
祭
り

の
や
ま
行
事
」
を
育
ん
だ
郷
土
の
歴
史
文
化
や

景
観
、
魅
力
的
な
食
・
農
・
観
・
人
材
を
世
界

に
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
必
要
な
対
策
を
講
じ
、
関
係
団
体
の
皆
様
に

も
ご
協
力
を
い
た
だ
く
な
ど
し
て
体
制
の
強
化

を
急
ぎ
ま
す
。
昨
年
、
大
変
に
痛
ま
し
い
事
故

が
起
き
た
お
祭
り
で
す
が
、
由
来
や
し
き
た
り

を
し
っ
か
り
継
承
し
、
安
全
で
楽
し
く
開
催
で

き
る
よ
う
、
関
係
者
や
市
民
の
皆
様
と
共
に
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
内
で
同
時
登
録
と
な
っ
た
「
土
崎
神
明
社

祭
の
曳
山
行
事
」（
秋
田
市
）、「
花
輪
祭
の
屋
台

行
事
」（
鹿
角
市
）
を
大
切
に
継
承
さ
れ
て
き
た

両
市
民
の
皆
様
に
も
心
よ
り
の
お
祝
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
角
館
・
土
崎
・
花
輪
の
各
行
事
の

相
互
連
携
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
手
を
携
え
、
文
化
の

秋
田
を
広
く
発
信
で
き
る
よ
う
、
連
携
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
先
人
に
感
謝
、
そ
し
て
次
代
へ
』

No.110

まちづくり
日記

　

日
本
時
間
の
12
月
１
日
午
前
２
時

過
ぎ
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ

ネ
ス
コ
）
の
政
府
間
委
員
会
で
仙
北
市

の
「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
」
を
含
む

全
国
33
件
の
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」

の
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
が
正
式

決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
12
月
１
日
の
午

後
に
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
門
脇
市

長
は
「
お
祭
り
は
地
域
全
体
の
協
力
な

く
し
て
開
催
で
き
な
い
。
今
回
の
登

録
決
定
は
世
界
中
へ
郷
土
の
誇
り
を

地
域
の
誇
り
を
継
承
し
さ
ら
な
る
発
展
を

「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
」無
形
文
化
遺
産
に

角館祭りのやま行事実行委員長で角館のお祭り保存会の
会長も務める今野則夫さん。「いつか角館、土崎、鹿角が
一堂に会する行事でさらにＰＲできれば」と話しました。

毎年 9 月 7 日から 9 日に角館町で行われる角館のお祭り。
2 台の曳山をぶつけ合う「やまぶっつけ」と情緒豊かなおや
ま囃子で知られ、藩政中期頃、成就院薬師堂の祭典として
始まる。明治期になり、角館神明社の祭典と合体した。
通りで曳山が鉢合わせすると、どちらが先に通るかで交渉
し、話し合いが決裂した場合、やまぶっつけが始まる。
1991 年に国の重要無形民俗文化財に指定。

角館祭りのやま行事

ユ
ネ
ス
コ
の
登
録
決
定
を
受
け
「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
」
の
さ
ら
な
る
発
展

を
願
う
門
脇
光
浩
市
長
、
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
実
行
委
員
会
の
今
野
則
夫

委
員
長
、
熊
谷
徹
教
育
長
（
右
か
ら
順
に
）。

発
信
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
と
い

う
こ
と
だ
と
思
う
。
ま
た
、
後
世
へ

し
っ
か
り
継
承
す
る
た
め
に
各
機
関

と
の
関
係
を
よ
り
強
化
し
て
い
き
た

い
」
と
登
録
決
定
を
喜
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
実

行
委
員
会
の
今
野
則
夫
委
員
長
は
「
先

人
が
残
し
た
功
績
の
大
き
さ
と
あ
り

が
た
み
を
感
じ
る
。
さ
ら
に
前
へ
進

む
た
め
の
明
る
い
材
料
と
し
て
引
き

続
き
安
全
第
一
で
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

【無形文化遺産へ登録とは】
2006 年発効の無形文化遺産保護条約に基づ
いたもので、ユネスコ加盟国が協議して登録
した伝統的な芸能や祭り、社会的慣習、伝統
工芸技術などを対象としている。
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